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内容の要旨及び審査の結果の要旨
近年，耳鼻咽喉科領域で声帯機能不全に対する声帯内充填術の注入材料として，また顔面や頚部の陥凹部に対する
整容的手術の補充充填材料として自己脂肪組織の移植が注目されている。自己脂肪組織は採取も容易で移植後の拒絶
反応も少なく理想的な注入材料である。しかし移植後の脂肪組織の長期経過については症例数が少なく生着の機構や
移植後の吸収については移植条件により異なるため不明な点が多い。
今回自己遊離脂肪組織移植の生着機構の解明のため，ラットを用いた移植モデルを作成し，移植片の重量，組織学
的変化，免疫組織学的に血管新生や脂肪細胞の状態について検討した。脂肪移植はラット鼠径部の自己脂肪組織を採
取し背部皮下に移植する群と大腿部筋肉内に移植する群を作り，それぞれ一塊に移植する方法，細切して注射針で注
入する方法で行った。得られた結果は以下のごとく要約される。
１．背部皮下移植群における移植片の重量と移植後の曰数との間には逆相関が認められ，脂肪を一塊にして移植した
群は細切して移植した群に比較して有意に重量が保存されていた（P＜0.05)。
２．m染色とエラスチカ・ワンギーソン染色による組織学的検討を行い，移植片の脂肪組織と結合組織における経
時的変化さらにそれぞれの面積を測定し全体の面積に対する比を求めた。皮下移植群，筋肉内移植群とも２曰後
から炎症細胞の浸潤，１週間後から組織球，リンパ球，線維芽細胞の増加が認められた。また画像解析を行った結
果，いずれの群でも移植片の顕微鏡下での全体に対する脂肪組織の比率と移植後の曰数との間には逆相関の関係が
認められ，逆に結合組織の比率と移植後の曰数との間には順相関の関係が認められた。
３．移植片の生着に関与する因子として血管新生に着目し抗vonWillebrand因子（vonWillebrandfactor，ｖＷＦ）
抗体により染色された微小血管と血管内皮増殖因子（vascularendothelialgrowthfactor，VEGF）との関連に
ついて免疫組織学的検索を行った。ＶEGF陽性細胞は１週間後に移植脂肪組織周辺の結合組織に発現したが次第に
減少し３ケ月以後は認められなくなった。またVEGF陽性細胞と移植後の曰数との間には弱い逆相関の関係が認め
られた。
４．移植部位の比較では筋肉内移植群の方が皮下移植群に比べVEGF陽性細胞数が有意に高値を示した（p＜0.05)。
またｖＷＦ抗体により染色された微小血管数は１週間後までに著明に増加したがその後の増加や減少は認められな
かった。以上より自己脂肪組織は移植後１週間までにＶEGFにより血管新生が誘導され移植片が生着することが示
唆された。
５．移植片は血管新生により生着した後も脂肪組織の減少を認めることから，移植片に対しTUNEL法によるアポトー
シス細胞の検索を行った。皮下移植群では移植１週間，１ケ月後に，筋肉内移植群では移植１週間後から３カ月後
まで脂肪細胞の核がTUNEL法で染色された。移植片の脂肪組織の減少は脂肪細胞の壊死以外にアポトーシスも関
与していると推測された。
以上本研究は，ラット自己遊離脂肪移植の生着機構における血管新生およびアポトーシスの役割を明らかにしたも
のであり，移植外科学に貢献するところが大きいと評価された。
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